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早いもので、皆さんが入学してからもう４ヶ月がたとうとしています。はじめは中学校
生活になれることに必死で、緊張の連続でしたが、宿泊学習や定期テスト、部活動などを
通して、だんだんと中学生らしくなってきましたね。
この１学期の間で学年としても個人としてもいろいろな面が成長しました。高遠宿泊学

習では仲間の新たな一面を見ることが出来たり、仲間と協力する楽しさを味わったりして、
絆を深めることができました。学校生活で継続して取り組んできたのは、あいさつ、下駄
箱の靴をそろえること、チャイム前着席、提出物（毎日の学習生活日誌、各教科の課題な
ど）、授業です。多くの生徒が意識し、今も継続中です。しかし、高遠が終わり、中学校生
活への慣れが出てきた頃から、少しずついい加減になったり、切り替えができなかったり、
相手のことを考えない言動が見られるようになってきました。１学期積み重ねてきたこと
を大切に、自分たちの課題に向き合いながら、さらに積み重ねる２学期にしてほしいと思
います。
得意、不得意はそれぞれありますが、みんなの素晴らしいところは、一つの目標に向か

って、みんなで取り組もうとするところです。そして、そのための温かい声掛けをしてく
れる人たちがいることです。
１学期の反省の中で各クラスの代表者が言っていた通り、課題もまだまだありますが、

２学期も、元気に明るく助け合い支えあって、みんなで一つの目標に向かって進んでいけ
る緑学年であってほしいと思います。

７月１２日（火）に芸術鑑賞教室が開かれまし
た。昨年度に続いて、青洲高校の音楽部のみなさ
んをお迎えして、演奏会という形で合唱を聴きま
した。その歌声も素晴らしかったのですが、鑑賞
会の前にお願いした、音楽部の高校生のみなさん
によるクラス合唱曲の指導も得るものの多い時間
となりました。たった２０分という短い時間でし
たが、高校生のみなさんの指導は優しくて明るく
てわかりやすくて、合唱に対するいいイメージが

持てたようです。声の出し方を教えてもらったり、楽譜の読み方を教えてもらったり、一
緒に歌ってもらったりと、クラスによって指導の内容や方法は違っても、充実した時間と
なりました。今回は合唱を聴いたり、直接指導していただいたりして学んだことを、青雲
祭の取り組みの中で生かしていってほしいと思います。

７月１３日（水）は、リモート授業を行いました。本校の卒業生である田中正幸さんの
生き方を通して、夢を実現する姿勢について考える授業です。田中正幸さんはあの『左手
一本のシュート』の主人公です。今回の道徳では、田中さんがバスケを続けることができ
た理由は①仲間がいてよかった②努力の上に花が咲く、でした。みなさんも仲間の存在の
大きさと努力を続けることの大切さを覚えておいて、諦めることなく目標に向かって頑張
ってほしいと思います。
さて、今回の道徳は、ミートによるリモート授業でしたが、映像を見たり、ジャムボー

ドで意見の交流をしたりと、いろいろなＩＣＴ技術を
駆使した授業を行いました。これで自宅でもリモート
授業ができることが確認できたわけですが、今後は、
何日か続けてお休みするようなときは、リモートで授
業に参加することができることが確認できた授業でも
ありました。今後も、様々な形で活用していきたいと
考えています。

７月１９日（火）急遽学年集会を開きました。ここのところ、相手のことを考えない言
動が目立ってきたからです。学園祭の取り組みを始める前に、どうしてもみんなに考えて
もらいたかったのです。人として生きる権利（人権）を守るために、相手のことを思いや
ることの大切さと、自分の言動をもう一度振り返ることを、学年職員全員の９人の先生方
で語りました。みなさんの心にどう響いたでしょうか……。

【先生方の話のキーワード】
・人は生まれたときから人として生きる権利を持っている。
・人の権利を守ることが自分の権利を守ることにつながる。
・ここにいてはいけない人間なんて、この世の中にはひとりもいない。
・人にはやってはいけないことがある。
・両親に守られて、友達に先生に支えられて、生まれる前からみんな支えられ
て大きくなってきた。

・乱暴な言葉や行動は、日常的に心に刃物を向けているのと同じ。
・笑っていても、いいよ、と言っても、心の中で傷ついている人がいることをわかって
ほしい。それ、おかしい、と思ったら傍観者にならないで、先生たちに相談してほし
い。

・笑わせたくて自分からいじられる芸人さんと、そうでない一般の人たちとは全く別物。
・いじめの定義：された人が嫌だと感じたらいじめ
・かっこよく生きる。人によって態度を変えるのはダサい。
・緑学年のみんなが安心・安全な学校生活が送れるように。
・一人ひとりが明るく楽しくここにいられるように、３学年で１番の学年にできるよう
に、感じ、考えていこう。



中学生になって初めての夏休み！小学生のころとは違って、部活動があって、学校へ来
る日が多いですね。課題もたくさんで、ため息をついていた人もいましたね。でも、早め
に課題を渡したので、昨日までで、少しずつ進められた人もいるのではないでしょうか。
この夏休みは、ぜひ、中学生らしく、昨年よりはちょっと自立して過ごして欲しいと思い
ます。そのために、
・目標を持って過ごす！（せっかくの夏休み！やりたいこと、挑戦したいこと、頑張り
たいことに取り組む！）

・生活のリズムを崩さない！（早寝、早起き、朝ごはん！）
・課題は早めにやり切り、１学期の復習をする！

（夏休み明けテストは『みんなのサマー』が範囲です！
また、国語は、休み明けに、漢字テストがあります。）

・部活動には積極的に参加し、３年生最後の大会がある人はしっかり先輩を支え、
多くを学ぶ。先輩が引退したら新人戦や１年生大会に向けて力をつける！！

そして、何より大事なのは、怪我や病気をしないで、元気に２学期を迎えること！！
２学期みなさんの一回り成長した元気な姿を見ることを楽しみにしています。

２学期始業式 ８月２６日（金） ８：２０登校 制服

《日程》 ８：２５～ 朝の会
８：５０～ 始業式・表彰
９：２５～ 大掃除

１０：００～ 学活（帰りの会・発育測定を含む）
１１：３０～ 完全下校

＊持ち物・提出物チェック表

通信表（印） 学習のあゆみ（印） キャリアパスポート（印）

夏休みのしおり 健康チェックカード 読書感想文 または
（計画表・職業インタビュー） （夏休み中も記入） 新聞感想文

青雲祭ポスター 英語：Ｐノート 英語：自習ノート

選択課題 自由課題（あれば） 上履き

体育館履き 座布団 ぞうきん２枚

日本手ぬぐい１本 ジャージ（発育測定用）

＊通学カバン、筆記用具、水筒、学習生活日誌、ハンカチ・タオル

《保護者のみなさまへ》

・リモート授業実施にあたり、クロムブックをご家庭のＷｉ－Ｆｉに接続したりと様々
な面でご協力頂きありがとうございました。おかげで無事実施することができました。

・お忙しい中、三者懇談にお越しいただき、ありがとうございました。１学期がこうし
て無事終われるのも、保護者の皆様の御理解と支えがあったからです。学年職員一同
感謝申し上げるとともに、２学期もよろしくお願いします。

・明日から夏休みを迎えます。子ども達が充実したよい夏休みが過ごせるよう、よろし
くお願いします。１年生は１学期は自転車による事故がいくつも起きています。大事
故になってもおかしくないような事故もありました。交通ルールを守ることが命を守
ることにつながります。交通安全に留意して頂くとともに、コロナ感染症対策もしっ
かりと行って、健康で安全な夏休みを過ごせますよう、よろしくお願いします。

８月の予定
日 月 火 水 木 金 土
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夏季休業

～8/26
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山 閉庁日

の

日

14 15 16 17 18 19 20

閉庁日 閉庁日 夏季教研

21 22 23 24 25 26 27

職員会議・校内 ２学期始業式

研 防災学習・発育

測定

28 29 30

みんなのサマー 学園祭取組期間

確認テスト 開始

一斉委員会

＊９/５（月）きずなの日・あいさつ運動 ＊９/１２（月）学園祭準備
＊９/１３（火）青雲祭（文化） ＊９/１４（水）青雲祭（体育） ＊９/１５（木）青雲祭予備日
＊９/２０（火）秋の交通安全運動（～３０（金）） ＊９/２８（水）秋季教育研究会
＊９/２９（木）２年職業体験


